
   ２０２２（令和４）年１１月６日  紫香楽宮と恭仁宮を訪ねる    

                                         梅花女子大 市瀬雅之先生                                

                                                   阪急茨木駅西口→竹田駅→草津パーキング → 宮町遺跡（宮殿跡）→甲賀寺跡→ 
（昼食、紫香楽焼の店駐車場）→和束安積親王陵→ 恭仁宮跡→竹田→ 阪急茨木駅解散   

宮町遺跡（紫香楽宮、内裏跡） 
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金堂跡の紫香楽宮 
（聖武天皇を祀る？） 
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１音を漢字１字で表す万葉仮名で墨書 
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内裏野地区（甲賀寺）で聖武天皇は盧舎那仏建立を目指した 

 多量の木簡が出土 
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安積親王和束陵 

史跡紫香楽宮跡寺院跡） 
内裏野地区）説明板 

国指定史跡紫香楽宮跡 
甲賀寺の礎石図と復元図 
金堂を中心に塔や講堂を 
回廊が囲む 



山城国分寺金堂跡（恭仁宮大極殿址）  

七重塔の心礎↑ 塔の礎石は１７個中１５個が残る 

恭仁京大極殿址（金堂跡）碑 

恭仁宮大極殿礎石 
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大極殿基壇南下の恭仁小学校は 
歴史を感じさせる木造校舎 
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大極殿跡碑の北側、恭仁京跡として保存 コスモス 

塔跡の東側は コスモスが満開 
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安積親王陵から和束の眺め 

巻６－１０４２ 

史跡 恭仁京跡 
（山城国分寺跡） 
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